
○サステナブル／高付加価値なタンパク源を供給するために！
○国内外の技術・市場・特許動向や消費者意識も交えた普及へのシナリオ、今後の展望までをまとめた、いま手に取りたい1冊。
○各論では次世代タンパクの中でも注目度の高い、培養肉、植物肉、昆虫食、藻類などをピックアップし技術詳細を解説。
○各企業・大学の取り組みを知ることで、新規参入や研究開発のヒントに！

※FAX番号はくれぐれお間違えの無い様お願い致します。

★書籍申込書

ご連絡頂いた、個人情報は弊社商品の受付・運用・商品発送・アフターサービスのため利用致します。今後のご案内希望の方には、その目的でも使用致します。
今後のサービス向上のため｢個人情報の取扱に関する契約｣を締結した外部委託先へ、個人情報を委託する場合があります。個人情報に関するお問合せ先 policy@johokiko.co.jp

FAX：03-5740-8766、または、→https://johokiko.co.jp/publishing/BC211101.php
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＜培養肉、植物肉、昆虫食、藻類など＞
代替タンパク質の現状と社会実装へ向けた取り組み
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【第１章】　持続可能な食料供給の視点での次世代タンパクの重要性
【第２章】　日本としての代替肉への取組と方向性
　第１節　『代替肉のうち植物肉』　第２節　『代替肉のうち培養肉』
　第３節　『フードテック研究会・フードテック官民協議会』
【第３章】　特許情報から見る代替肉・昆虫食の動向とトレンド
【第４章】
培養肉～基礎から様々な製造技術、普及のシナリオ、消費者意識など～
第１節　『細胞農業の実現による食料生産(資源循環) の効率化・コンパクト化』
第２節　『微細藻類と動物細胞を用いた培養食肉生産システムの創出』
第３節　『ネットモールド法による細胞100％の培養肉および料理法の開発』
第４節　『培養肉のためのバイオリアクター開発の現状』
第５節　『細胞農業普及へのシナリオとルール形成の重要性』
第６節　『培養肉に関する消費者意識の特徴』
【第５章】
植物・藻類由来の代替肉
～大豆、米、藻類由来の代替肉製造およびそれを支える周辺技術、ビジネス戦略まで～
第１節　『大豆ミートの特徴と製造方法及び今後の展望』
第２節　『バイオロジーとメカトロニクスの融合
　　　　クロステックカンパニー「NEXT MEATS」が見据える未来』
第３節　『米胚乳タンパク質の研究と開発』
第４節　『藻類を用いたタンパク質生産』
第５節　『代替肉向けメチルセルロースの開発と展開』
第６節　『植物肉の風味やうまみを向上させる「botanova」の開発』
第７節　『プラントベースフードにおけるカードランの利用法』
第８節　『「ミートレス・ベジ」シリーズ概要と植物肉への応用』
【第６章】
昆虫食
～概要・法規制から、様々な昆虫を用いた昆虫食・昆虫飼料の可能性～
第１節　『昆虫食の歴史・文化形成から考える昆虫食の未来と食用昆虫の法律』
第２節　『飼料としての昆虫の機能性と今後の展望』
第３節　『「蚕」原料の昆虫食「シルクフード」の開発と展開
　　　　～日本発の代替タンパク質の創出～』
第4節　『食用コオロギの生産と商品展開』
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